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所属団体名 
（○○県○○市立○○中学校 

 ○○発明クラブ   ） 

 埼玉県  埼玉大学教育学部附属     中学校  

ふりがな りばいべっど ホープ 

チーム名  Revived Hope 

ロボコンルール名称 
（URL https://･･･） 

ルールの名称（部門）等：Let’s collect, carry, and load!（令和６年度 

第24回創造アイデアロボットコンテスト 基礎部門） 

 （ https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R6/R6_kiso.pdf ） 

製作期間  西暦2024年 ７月頃  ～  西暦2024年 10月頃 

製作時間 
（構想から試作完成までの

全ての時間） 

 

       12時間 

ロボットに関

する写真と図 

 
必ず、ロボットの概要や

機構等の特徴がわかる写

真や図等を、1～4枚程度

で掲載しましょう。 

 

写真や図に記号等を書き

込み,この下の枠「ロボ

ットのアイデア概要」で

解説しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボットの 

アイデア概要 
【報告書要約】 
どのような動きを実現す

るために，具体的にどの

ような素材や機構を用い

て実現したのか説明して

ください。 

主にテーマとしたものは普段の生活でゴミを集める時に使うちりとり。 

今回は集めるものがゴミではなく支援物資になっているだけでちりとりを使う目的が

今回の場合に近いと考えた。ロボットを動かすと同時に支援物資も壁に追いやり、そ

の壁を使ってロボットについているちりとり部分に支援物資をいれて運ぶシステム。

ちりとりの大きさをできるだけ大きくすることで、一度に大量の支援物資を運べるよ

うにした。支援物資を落とさずに運ぶため、かんたんギヤボックスを活用して糸とち

りとり部分をつなげかんたんギヤボックスを使って糸をまくとちりとり部分もうえに

あがり、糸をゆるませるとちりとり部分もしたにさがる動きになっており、この動き

によって支援物資を安定して運び着実に届けることが可能となる。 

参考資料 
製作上参考にしたロボッ

ト等の情報を文章とURL

等を用いて掲載しましょ

う。 

掃除でごみを集める時に使っているちりとり。 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R6/R6_kiso.pdf


 

                           
            
                           
                    

 定の イズはギリギリ えないようにしながらも
ちりとり部分をなるべく大きな イズにして一度に

たくさんの支援物資を運べるよう  した
 一度ちりとり部分に入れられれば  に大きく近 く

 

 

 

 

   

   



 

                            
           
                           
           
                             
                            
   
                           
                           
                            
                            
                            
                           
                            
                           
                            
  

       
        
        
         
        

  

      



 

        
       
        
        
        

    

   

                           
                     
                          
        
                          
                          
            
                          
                         
                         
                          
                       
                        
                         
                         
   


